
活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－６６６６

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

あすか野防犯協議会

実施者約50名、６つの地区に分かれて地区の住民自身がパトロールを実施①準備物は警察や生駒市からの物品貸与、及び自治会から防犯協議会への助成金で整えている②自治会を主体として、住民に呼びかけて「資源ゴミの回収」に力を入れ、自治会活動に役立てている

地域住民による定期合同パトロールの実施
活動の概要

毎月3回、目立つ服装で拍子木を打ち、あいさつ、声かけ、ゴミ拾い等をしながら各種団体合同でパトロールを実施する
①地域住民の防犯意識②地域住民のきずな地域住民、子ども、高齢者

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

集団による地域の見回り帽子、腕章、名札、タスキ、ジャンバー、Ｔシャツ、ベスト、拍子木、合図灯、のぼり旗など通年、毎月3回、1回約1時間半

大々的に地域ぐるみで人の目を確保し、空き巣などの犯罪企図者を地域に寄せ付けない



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

組織・体制作り → 防犯協議会の役員会（隔月開催）で発案し、防犯協議会発足時（H17）からｽﾀｰﾄ → 組織の核として、自治会役員への協力依頼 → 他団体への呼びかけ・老人会・子ども会・ＰＴＡ・地域安全委員 → 他団体への呼びかけ・青少年指導委員・ボーイスカウト・ガールスカウト → パトロールの参加者は毎回平均約50名 → →↓
②

準備物 → 目立つ服装等・帽子　・タスキ・ジャンバー・腕章　・拍子木・ベスト ・合図灯など → 目立つ服装は、警察、市役所からの物品貸与及び自治会からの助成によって整えた → 警察との連携・犯罪情報を得て参加者と情報共有する → 「防犯パトロール実施中」ののぼり旗を地域内の目立つ場所に設置・約100本・常に新品(きれい)にしている → → →↓
③

活動計画の作成と実行 → 基本原則・無理なく・強制しない → 実施場所・全体を6地区に分け、地区内の住民がその地区をパトロールする → 実施ルート各地区の責任者を決め責任者を中心に地区毎にルートを決定している → 実施日数・月に3回実施時間・1回に約1時半 → 実施日・1月は1の付く日（11・21･31日）・2月は2の付く日と決めている（雨天時順延） → 実施時間帯・毎月1･3回目は日没時間帯・2回目は11:00～12:30 → 方法拍子木を打ち・あいさつ・声かけ・ゴミ拾いなどをしながら↓
④

住民への計画の周知と参加の呼びかけ → 自治会の回覧板・毎月1･15日掲示板への掲示・8か所 → 自治会新聞・年4回発行老人会新聞・年6回発行 → 広く女性の参加を呼びかけた → → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

活動の実施 → 地域の中心部に位置する「あすか野自治会館」に集合する → 協議会会長を中心として犯罪情勢や連絡事項等の情報の共有を行う → 6地区に分かれ拍子木を打ちながら徒歩でﾊﾟﾄﾛｰﾙに出発する → ﾊﾟﾄﾛｰﾙを終了し自治会館に戻る → → →↓
⑥

継続するために → 自治会役員が交代する場合でも以後個人として防犯協議会の活動の継続をお願いしている → パトロールを通して住民の参加を呼びかける → 広く女性の参加を呼びかけた（ｽﾀｰﾄ時2名→20～25名） → → → →↓
⑦

活動の振り返り（評価） → 住民の「自分の地域は自分で守る」意識が高まった → ウォーキング（パトロール）が健康の維持・増進に繋がった → 住民同士の連帯感が高まった → 犯罪（空き巣）が激減した（ｽﾀｰﾄ時年14件→年0～2件:ほとんどが未遂） → 女性の参加者が増加し、活動の活性化と継続の大きな力となっている → 防犯協議会の役員会（隔月開催）、総会（年1回）で活動の検討・見直しを行っている →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等
○出来ることから無理せず、強制しない○都合の悪いときは交代○女性の参加を呼びかける

空き巣による被害が激減した①住民の「自分の地域は自分で守る」意識が高まった②女性の参加者が増えた③活動が途切れず継続している

写真



活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－７７７７

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

あすか野防犯協議会
タイトル 地域住民による随時パトロールの実施
活動の概要

住民の参加者が外出する時に「子どもの見守り」や「防犯パトロール」を兼ねる別名「ウイズ作戦」
目標・ねらい 地域ぐるみで地域の「人の目」を確保し、子どもの安全を確保するとともに犯罪企図者を地域に寄せ付けない
活動で上げることが

できる力・能力

①住民同士の連帯感の高まり②地域住民の防犯意識の高揚
対象者（受ける側） 地域住民・子ども・地域の防犯力
活動・作業形態 いつでも、何でも防犯パトロール
準備するもの

（道具、材料等）

腕章　帽子など
所要時間 参加者個々の屋外での活動時間
必要なマンパワー（実施者、役割、人数） 住民の参加者の申し出により腕章・帽子等を配布している約50名でスタートし現在では約150名が参加している
必要経費

（所要額、財源）

①準備物は警察や生駒市からの物品貸与、及び自治会から防犯協議会への補助金で整えている②自治会を主体として、住民に呼びかけて「資源ゴミの回収」に力を入れ、自治会活動に役立てている



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

発案・計画の策定 → 防犯協議会の役員会（隔月開催）で発案し、防犯協議会発足時（H17）からｽﾀｰﾄ → 発想・住民が戸外での活動時に腕章等を着けて子どもの見守りや防犯パトロールを兼ねる → 犬などの散歩・犬などの散歩時には腕章等を着け、子どもの見守りや防犯パトロールを兼ねる → ウォーキング・ウォーキング時には腕章等を着け、子どもの見守りや防犯パトロールを兼ねる → 買い物・買い物時には腕章等を着け、出来る限り子どもの下校や戸外での活動時間帯に合わせる → 通勤時・徒歩や自転車での通勤時の経路を出来る限り通学路に合わせ、見守りを行う → 買い物・買い物時には腕章等を着け、出来る限り子どもの下校や戸外での活動時間帯に合わせる↓
②

参加者募集の呼びかけ → 大々的に参加者を募集し、活動の輪を広げる → 呼びかける媒体・自治会の回覧板（毎月1･15日）・掲示板への掲示（8か所） → 呼びかける媒体・自治会新聞（年4回発行）・老人会新聞（年6回発行） → 参加者・ｽﾀｰﾄ時には約50名であったものが約150名に達している → → →↓
③

準備物 → 学校への提供依頼・通学路地図・下校予定時刻表（毎月） → 腕章、帽子等・警察、市役所からの物品貸与及び自治会からの金銭助成によって整えている → 参加者への配布・腕章と帽子等を参加者に配布している → → → →↓
④

活動の実行 → 参加者が戸外で活動する際、この活動を実行してもらう → 強制しない個人的自主活動であり、活動結果の報告等は求めていない → → → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

活動の振り返り（評価） → いつも誰かが「防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ」を実施している状態を作り出している → 住民の「自分の地域は自分で守る」意識が高まった → 住民同士の連帯感が高まった → 犯罪（空き巣）が激減した（ｽﾀｰﾄ時年14件→年0～2件:ほとんどが未遂） → 活動ｽﾀｰﾄ後、子どもを狙った犯罪の発生はない → 防犯協議会の役員会（隔月開催）、総会（年1回）で活動の検討・見直しを行っている →↓
⑥ → → → → → → →↓
⑦ → → → → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等

①犯罪（空き巣）が激減した②子どもを狙った犯罪の発生はゼロ①住民の「自分の地域は自分で守る」意識が高まった②住民同士の連帯感が高まった
①無理をしない②強制しない



活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－８８８８

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

あすか野防犯協議会
タイトル 子どもの見守り活動
活動の概要 地域ぐるみで、登下校時を中心とした子どもの見守り活動を行う
目標・ねらい

地域ぐるみで子どもの見守り活動子どもの安全確保
活動で上げることが

できる力・能力

地域ぐるみで子どもを育てる交通安全
対象者（受ける側） 地域住民、幼児、児童、生徒（学校ＰＴＡ）
活動・作業形態

①通学路上の見守りﾎﾟｲﾝﾄ②通学路上の巡回③通学時以外の見守り
準備するもの

（道具、材料等）

横断旗、帽子、名札、腕章、ジャンバー、タスキ等　マイカー（巡回用）
所要時間 午前7時～8時30分　午後1時～4時30分　夕方5時30分　その他の時間帯
必要なマンパワー（実施者、役割、人数） 午前約20名　午後約15名　夕方5～6名　その他の時間帯は随時ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
必要経費

（所要額、財源）

①準備物は警察や生駒市からの物品貸与、及び自治会から防犯協議会への助成金で整えている②自治会を主体として、住民に呼びかけて「資源ゴミの回収」に力を入れ、自治会活動に役立てている



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

関係機関等との連携 → 防犯協議会の役員会（隔月開催）で発案し、防犯協議会発足時（H17）からｽﾀｰﾄしている → 学校との連携・定期連絡会の開催（年2回）している → 学校との連携・児童の通学路及び月ごとに下校時間帯の情報提供を受けている → 随時ﾊﾟﾄﾛｰﾙと連携して効果的に実施している → → →↓
②

計画作成-1通学時の見守りﾎﾟｲﾝﾄ → 見守りの活動の基本は、子ども達に対する①あいさつ②声かけ③安全誘導 → 見守りポイント・通学路上の危険箇所を中心に10か所をピックアップした → 見守りポイント・見守りﾎﾟｲﾝﾄで毎日の通学時間帯に見守り活動を行う → 見守り時間帯・登校時　 7:20～8:10・下校時　 毎月配布の下校時刻表による → 当番体制をとり、分担表を作成しているが参加者の事情により柔軟に対応している → →↓
③

計画作成-2通学時の巡回 → 通学路上での見守り・通学路上を通学時間帯に、巡回し、見守りを行う → 見守り時間帯・登校時　 7:20～8:10・下校時　 毎月配布の下校時刻表による → 当番体制をとり、分担表を作成しているが参加者の事情により柔軟に対応している → 随時ﾊﾟﾄﾛｰﾙ・随時ﾊﾟﾄﾛｰﾙ参加者に通学時には見守りを中心としたパトロールを依頼している → → →↓
④

計画作成-3通学時以外の見守り → 通学時以外の見守り・子どもの戸外での活動時間帯・日没時、夜間 → 随時ﾊﾟﾄﾛｰﾙ・特に子どもが一人になった場合の見守りを要請している → 定期パトロールとの連携して効果的に実施している → → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

住民・保護者への活動の周知と参加者募集 → 大々的に参加者を募集し、活動の輪を広げる → 自治会の回覧板・毎月1･15日掲示板への掲示・8か所 → 自治会新聞・年4回発行老人会新聞・年6回発行 → → → →↓
⑥

準備物 → 見守り活動を示す物・横断旗　・ﾀｽｷ･見守りを示す名札 → 当番分担表の作成し配布している → → → → →↓
⑦

活動の実施 → 見守りの基本・必ず子ども達とあいさつを交わしと声かけを行う → 随時パトロールとの連携・特に子どもが一人になった場合のケアを要請している → 子どもの自立心を育てる観点から、過剰な見守りにならないよう配慮している → → → →↓
⑧

活動の振り返り（評価） → 子どもと参加者が顔見知りになり、互いのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが図られている → 子どもの地域への帰属意識が高まった → 活動ｽﾀｰﾄ後、子どもを狙った犯罪の発生はない → 住民同士の連帯感が高まった → 学校との定例連絡会の開催・反省検討に立った計画の修正等を行っている → 防犯協議会の役員会（隔月開催）、総会（年1回）で活動の検討・見直しを行っている →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等見守り箇所分担表、生駒市広報紙、写真

H17.11.16奈良市富雄北小事件以来、子どもに関わる事件・事故ゼロ
子どもの地域への帰属意識が高まった
○出来ることから無理せずに○都合の悪いときは交代



活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－９９９９

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

あすか野自主防災会・あすか野防犯協議会
タイトル ご近所サロンによるコミュニティづくりを行う
活動の概要 自治会の班ごとに、年2回程度住民が集まる場を設け、住民同士の懇談・懇親によってご近所の住民同士の親しみ合いを深める
目標・ねらい

地域住民の高齢化が急激に進展しており、防災・防犯面はもちろん、普段の生活全般においても住民同志の相互扶助の重要性が高っている。その入り口として、住民相互の親しみ合いを深めるため、住民同士の懇談、懇親のための各種活動・会合の機会をつくる。
活動で上げることが

できる力・能力

①住民同士の連帯感・相互扶助意識の高まり②地域住民の防犯・防災意識の高揚
対象者（受ける側）

あすか野の地域住民約1800世帯4700人あすか野には6地区（あすか野北1～3丁目、南1～3丁目）あり、計136班（1班あたり15～20世帯）で構成されている。
活動・作業形態 ご近所の住民が参加する各種活動を行い、住民同士の懇談、懇親の場を設ける。
準備するもの

（道具、材料等）

活動の計画、懇談・懇親の場、簡単な飲食物（茶・菓子）
所要時間 概ね2時間～半日
必要なマンパワー（実施者、役割、人数） 自治会役員、ご近所ｻﾛﾝ検討委員
必要経費

（所要額、財源）

一人あたり1回につき500円を上限として自治会から助成されている。



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

発案 → 発案①・地域の高齢化（31.5%）により、防災・防犯・相互扶助の重要性が高まっている → 発案②・相互扶助のためには、ご近所同志の親しみ合いを深める必要がある → 発案③・親しみ合いを深めるためには、ご近所同志が顔を合わせて活動する場が必要 → 発案④・活動する場の名称を「ご近所サロン」とし、防災会・防犯協議会から自治会に呼びかけた → 平成21年度、自治会活動の重点項目と決定された → →↓
②

計画の策定① → 防災会に「ご近所サロン検討委員会」を設置して計画を策定 → 活動期間・第1期　H21.9.1から1年間で2回程度実施（以後も実施予定） → 活動単位・原則1班（15～20世帯）単位とする（隣接の2班での合同も可） → 活動費の助成・1人あたり1回につき500円を上限として自治会から助成する → 推進顧問の指定・各地区の検討委員を推進顧問に指定し、計画実施に伴う相談にあたる → →↓
③

計画の策定② → 活動例①・地区の清掃後の歓談・防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ等への参加・防災ｾﾝﾀｰ見学 → 活動例②・ｻｰｸﾙ活動の見学・催しへの参加・市内公共施設の見学 → 活動例③・花見、お茶会、おしゃべり会等・ﾊｲｷﾝｸﾞ、ｹﾞｰﾑ大会、ﾗｼﾞｵ体操等 → 活動の決定・活動例を参考に各班長が幾つかのﾌﾟﾗﾝを班内に示し、まとまれば実行する → 活動の基本・助成の活動費を有効利用し、住民同志の懇親・懇談を最大限図る → 活動報告・終了後活動報告を自治会地区区長に提出して費用を精算する →↓
④

住民への周知 → 周知する媒体・自治会の回覧板（毎月1･15日）・掲示板への掲示（8か所） → 周知する媒体・自治会新聞・老人会新聞 → 周知する内容・趣旨・活動概要・Q&A → → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

活動の実施 → 実施した活動・おしゃべり会・防災ｾﾝﾀｰ見学・防災勉強会・定期ﾊﾟﾄﾛｰﾙへの参加等 → 開催場所・公民館・喫茶店 → 開催内容・おしゃべり会の場合が多いが、防災会役員を招いて防災についての勉強会も開催されている → 報告書の提出によって活動実態を把握する → 実施した活動のPRをする・自治会新聞の号外 → →↓
⑥

活動の振り返り（評価） → ご近所の住民同士が顔見知りになった → 住民同士の連帯感や相互扶助の意識が高まった → 開始後4か月で約35%の班が活動を実施した → 未実施の班へは働きかけを強める → ご近所サロン検討委員会で活動結果を検討、修正を加える → →↓
⑦ → → → → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等あすか野新聞（住民への周知）、活動報告書（様式）

①ご近所同士顔見知りになった②住民同士の連帯感や相互扶助の意識が高まった
①強要しない②住民同士の懇親、懇談を主眼とする



活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－１０１０１０１０

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

あすか野自主防災会・あすか野防犯協議会
タイトル 自主防災訓練の実施
活動の概要 年1回、自主防災会が中心となって住民参加の防災訓練を実施する。
目標・ねらい 地域ぐるみで防災に取り組む
活動で上げることが

できる力・能力

①住民同士の連帯感・相互扶助意識の高まり②地域住民の防災意識の高揚
対象者（受ける側） 自主防災会会員、地域住民
活動・作業形態 住民参加の防災訓練
準備するもの

（道具、材料等）

必要機材一覧表のとおり
所要時間 約2時間程度（10:00～12:00）
必要なマンパワー（実施者、役割、人数） 自主防災会会員、消防署員、警察官、市防災課・広報課職員、地域住民等（H21　約300名）
必要経費

（所要額、財源）

自治会からの助成



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

訓練計画を作る → 防災会役員会での検討・約３か月前から２～３回開催 → 訓練計画の骨子の策定・訓練日時場所・進行要領・訓練項目・訓練内容 → 訓練場所の現状確認・整列、待機、訓練箇所の想定・必要資機材・安全対策 → 役員の役割分担・各責任者・各担当者 → 資機材等準備・新規調達・数量確認・機材整備点検 → 防災会総会での承認・防災会会員への通知・会員の役割分担 →↓
②

住民への通知と参加者の確保 → 媒体・自治会回覧板・掲示板へ掲示・自治会新聞 → 直接参加要請・老人会・子ども会・学校関係・他関係団体等 → 協力と出席依頼・市役所・消防署・警察 → → → →↓
③

直前の準備 → 会場設営・ﾃﾝﾄ設営・各訓練項目毎の準備 → 訓練使用資機材準備・新規調達・数量確認・機材整備点検 → 配布物の準備（市役所提供）・乾パン・アルファ米 → → → →↓
④

訓練の実施-１ → 訓練参加者は、各地区ごとの第一次避難場所を確認しながら徒歩で広域避難場所である会場に集合する → 各地区ごとに参加者の点呼、確認を行いﾌﾟﾗｶｰﾄﾞを掲げて地区ごとに整列する → 挨拶、要領説明等（約15分）・防災会長挨拶・市長（来賓）挨拶・訓練要領説明 → 参加者全員で準備体操を行う → 訓練実施中は各地区の訓練進行状況を逐次本部にﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰで報告する → 訓練会場の放送設備を利用してﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰでの報告の内容をそのまま放送し、訓練の臨場感を出す →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

訓練の実施-2 → ①情報伝達訓練（約10分）・担当　情報班 → ①-1情報班長が消防署に防災訓練を行うことを通報する → ①-2参加者に119番通報の要領、心構え等を指導する → ②初期消火訓練（約25分）・担当　消火班 → ②-1粉末消化器訓練・油火災を粉末消火器を使用して消火する体験を行う（各地区代表6名） → ②-2水消火器訓練・水消火器を使用した消火訓練を行う（女性を中心に30名程度） → ②-3ﾊﾞｹﾂﾘﾚｰ訓練・各地区代表20名による地区対抗競争とてｹﾞｰﾑ性を取り入れる（賞品有り）↓
⑥

訓練の実施-3 → ③救出救護訓練（約20分）・担当　救出救護班 → ③-1各地区ごとに災害による負傷者に見立てた参加者に止血や添え木を使用した応急手当てを行う → ③-2応急手当てを行った負傷者を、ﾘﾔｶｰ、担架、車椅子等を使用して搬送する → ④避難誘導訓練（約20分）・担当　避難誘導班 → ④-1参加者は各地区ごとに会場内の指定場所（避難場所と想定）に速やかに集合する → ④-2各地区の避難誘導班が集合した参加者の点呼を行う → ④-3各地区の避難誘導班責任者は点呼結果を無線で訓練本部に報告する↓
⑦

訓練の実施-4 → 講評（約5分）・消防署閉会 → 災害備蓄食の試食・配布（約20分）・担当　物資班 → 生駒市提供の・乾パン・アルファ米を参加者に配布し、試食してもらう → 自主防災会で消火器のあっせんを行い消火器の普及を図る → → →↓
⑧

活動の振り返り（評価）今後の課題等 → 苦労した点・限られた時間内で参加者の負担を最小限にして要領よく訓練を実施することが難しい → 良かった点・消火等体験型訓練が好評だった → 参加者増対策①・ご近所ｻﾛﾝの活動を推進し、ご近所同士で参加しやすい環境をつくる → 参加者増対策②・子どもに強い参加意識を持たせる内容を考案(親の同伴参加も見込まれる) → 今後の展開・訓練項目や訓練内容の見直し・広域避難所(小学校)での訓練を検討 → 防災会役員会で検討し見直しを進め、次回の訓練に活かす →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等訓練実施通知、訓練ｽｹｼﾞｭｰﾙ表、写真

参加した住民（約300名）の防災に対する理解と意識が高まった
消火体験が初めての参加者が多く好評だった
①地区対抗ﾊﾞｹﾂﾘﾚｰ等ｹﾞｰﾑ感覚の訓練を取り入れる②体験型訓練を取り入れる③早くから市役所や消防署等に働きかけ、更新する備蓄食料や配付資料などの提供を依頼する


